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橋本進吉の講義「国語法概論」の筆記（２） 
 





260 号、2012. 11. 30）の続稿である。本号には、第四章「品詞各論」 第五章「品詞ノ転化」 
第六章「単語ノ構成」 第七章「文節ノ構造」 第八章「文節相互ノ連結」 第九章「文ノ構



































    第四章 品詞各論 
































  １．第一それがよくない ノ 第一 ノ如キハ副詞ニ転ジタモノトミルベキデアル。第二 ニハサヤウナ用法ガナ  
   イカラデアル。 















  １．唯、アラハスト云フダケナラ あそび、しろ ノ如キモサウデアル。 
  ２．名詞デモ助動詞ヲツケレバ述語ニナリウル。 
  ３．但シ われは旅人 トカ 国平らかに民安し ノ場合ノ如キモノガアルカラ、コノ条件ニハ多少ノ制限ガ要ル。 
テハ特ニ著シイ。日本語ノ体言ハ結局事物ノ概念ダケヲ示シ、数トカ格トカ性トカヲ示ス付属






ノ古代語デハ 本が ト云フコトバデ代用セシメテオクノデアル。又 ほんと ふでとを ニ














  １．普通ノ文法デハコノ特徴ヲ説イテヰナイ。  ２．な思ひわがせ。 なわびわがせ。 雲なたなびき。 








第三ニ 文章語ニ於テハ や、か、ぞ、なむ デウケタ場合ニ連体形デ言ヒ切ル。 
第四ニ 文章語ニ於テ こそ ト云フ助詞ヲウケタ場合ニハ已然形デ言ヒ切ル。 






第九ニ 上代語ニ於テ已然形ガ 何々する故、ので、ところが 等ノイミデ下ニクル用言ニ続
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ク（81） 
  １．コレハ結局 ば ガ略サレテヰルト説明セラレテキタモノデアル。 
   思へ（ば）かも。恋ふれ（ば）かも。シカシ古クハカヘツテ ば ガナイ 
場合ニ用ヒラレル。１． 
第十ニ 連用形ニ に ト云フ助詞ヲツケテ、他ノ用言ニ続イテ行ツテ目的ヲアラハス場合ガ
アル。   花を見に行く 
コノ場合ノ 見 ハ体言ノ資格ヲ有ツモノト考ヘテヨイト思フ。 
第十一ニ 文章語ニ於テハ連体形ガ用言ニ体言ノ資格ヲツケ加ヘル場合ニ用ヒラレル。 



















なし ハ形容詞デアル。意味ノ上カラハ 深い 対 浅い ノ如ク、相対応スルモノデアル。
ソコデアル人ハ動詞ノ定義ノ中ニ存在ヲアラハスト云フ意味モツケ加ヘテヰルノデアル。コレ
デ ある ヲ動詞ノ中ニ収メ得テモ、コレニ意味上対立スル なし ヲ動詞トセヌ理由ガナイ。
カクミルトコトバノ意味ダケデ動詞ト形容詞トヲ区別スルコトハ困難デアル。シカラバコトバ
ノ形カラ見タラ如何。両者ハ共ニ（83） 
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  １．但シ る、るれ、よ ノ如ク語尾ガチガツタ行ニワタルト考ヘレバ考ヘラレル。又音便ノ場合ニモサウデアル。 
  ２．なり ノ如シ  ３．す ハ補助的動詞  ４．あり ハ補助的動詞 






       も  せず３．           も  あらず４． 
   行き  は  すべし       苦しく  は  あるべし 
       さへ                さへ 




  よくあり――――よかり５．  静かにあり――――静かなり（84） 
  １．遥かにあり→遥かなり 










殆ド全部ヲソノ中ニ含ンデヰル。形式用言ハ所謂形式形容詞ノ 如し ト形式動詞ノ す ト
純粋形式用言ノ あり トヲ含ムノデアル。上ニアゲタヤウナ形容動詞ノ例ハ単ニ音ガ熟合シ
タモノデアルト説明スルダケデアツテ特別ノ取扱ヒヲシテヰナイノデアル。タダ なり ダケ
ハ副詞カラ出来タ 遥かなり、１．明かなり、の類ト、名詞ニ付イタ 君なり 臣なり ノ類ト
区別セズニドチラモ統覚作用ヲアラハスモノデアルト説明シテヰルノデアル。（85） 
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ざり ノ如キモノハ実質従属動詞ト云フコトニナル。コノ説ニヨルト 静かなり、堂々たり ナ
ドハ副詞ニ形式従属動詞ガ着イタモノトナルノデアル。而シテ体言ニツク なり モコレト同
等ニトリアツカツテヰル。形容詞ニ あり ノツイタ ――かり ニツイテハ特別ニトリアツ
カツテヰナイノデアル。 
山田氏ガ、動詞形容詞ノ他ニ形式用言ヲツクツタノハドウカト思ハレル。如し ハシバラクオ




  行きもせず  よくもあらず（86） 
ノ如キ場合ニハ形式的デアルガ、シカシ独立シタ意味ヲ有ツテヰルモノマデモ形式用言トスル
ノハ不適当デアル。唯コレヲ動詞トシテ取扱フ場合ニ、ソノ補助的用法ノアルコトヲ認メテオ











形容詞カラ出来タ よかり、たのしかり ノ類ハコノ中ノ よ、たのし ノ部分ガ全然独立セ
ヌワケデハナイガ、シカシソレニ（87） 
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  １．形容詞ノ活用ダケデハ足ラヌ  ２．見るもよく、聞くもよし  ３．家も遥かに、山もはるかに 
形容詞ノ語尾ノツイタ よく、たのしき 等が一語トシテトリアツカハレテヰルノニ準ズルト 
よかり、たのしかり モ亦一ツノコトバトシテトリアツカツテヨカラウト思フ。遥かなり、堂々
たり ノ如キハ 遥か、堂々 ヲ独立シタ一語トミルベキカ否カニツイテ議論ガアル。シカシ











  よからむ  よくば
ママ
  よく２．よく（連用）  よくて  よかりき  よし 
  よかるべし  よき  よければ  よかれ 
   遥かならむ  遥かならば  遥かに３． 遥かに（連用）  遥かにて  遥かなりき 
  遥かなり  遥かなるべし  遥かなる  遥かなれば  遥かなれ（88） 




ノヲ認メテオク方ガ便利デアルト思ハレル。唯ココデ問題ニナルノハ 遥かに トカ 堂々と 
ノ如ク副詞トシテ考ヘラレルモノノ、遥か、堂々 ガ独立シテ用ヒラレルコトガナイトスレバ、 
遥かに、堂々と ト云フ形モスベテ上ノ活用ノ中ニ入レルコトガ出来ルノデアツテ、ソノ他ニ
副詞トシテノ 遥かに、堂々と ト云フモノノ必要ガナクナルノデアル。即チ 遥かに、堂々
と ト云フモノガ 遥かなり、堂々たり ナル形容動詞ノ活用形ノ一ツデアツテ、ソレガ副詞
的ニ用ヒラレテヰルノデアルト説明スルコトガ出来ル。１．ソレハ丁度、よし ナル形容詞ノ連
用形ナル よく ガ副詞ノヤウニ用ヒラレルノト少シモチガハナイノデアル。サスレバ に 
ダノ と デ終ル副詞ノ大部分ハ皆形容動詞トシテ取扱フコトガ出来ルノデアルカラ、コレラ
ハ副詞ノ中カラ除イテシマツテヨイコトニナルノデアル。現代ノ口語ニ於テハ 遥かだ ノ類
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ハ尽ク上ノ如クニトリアツカツテ差支ヘナイヤウニ考ヘラレル。堂々たり ノ類ハ口語デハ 
堂々としてゐる ト云フ風ニ、あり ノ代リニ補助動詞ノ す ガツクノデアリ、又コノ場合
ニハ熟シテモヰナイノデアツテ、堂々ともしてゐない ノ如クニ用ヒルノデアル（89） 
  １．ka|k|e        ２．こ 
 ka|k|i き 




用言ハ語形ヲ変化スル。コレヲ 活用 又ハ はたらきト云フ。ソノ変化ハ語尾デアルカラ語
尾変化トモ云フ。ソノ変化ハ次ノヤウナ二ツノ方法ニモトヅイテ行ハレル。 
        第一ハ母音ノ変化      第二ハ語尾ノ添加 
アラユル用言ノ活用ハコノ二ツノ方法ノ一ツアルヒハ双方ノ方法デ出来テヰルノデアル。即チ 
第一ハ母音変化ノミニヨルモノ  四段 ら変 
第二ハ語尾ノ添加ニヨルモノ  上一段 下一段   形容詞（く、しく両活用） 






  １．な変 但シ命令形ヲ一形トミレバ他ニモ か変 さ変ガアル。 
  ２．死ぬ ｜な に ぬ ぬる ぬれ ね 











































モノカ或ハ将然形ニ よ ヲツケタモノト同ジデアル。トコロガコノ よ ハ元来語尾デハナ
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論 よ ハ後ニ加ッタモノニチガヒナク殊ニ 来
く
 ノ命令形 こ ハ平安朝ニアツテモ未ダ 
 よヲツケナカツタ。下二段ニモ古イ時代ニハ よヲ用ヒナカツタ例ガアル。２．シカシ今ノ文
語ニ於テハ よヲ用ヒルノガ普通デアル。ソレ故 よヲツケタ形デ差支ヘ（2-2） 





語ノ よノカハリニ ろヲ用ヒ、か変ニ於テハ いヲ用ヒル。シカシソノ ろ ヤ いノツク
動詞ノ形ハ文語ノ場合ト同等デアルカラ、よヲトリハナシタ形ヲ命令形トスルノモ、文語口語
ヲヒキクルメテトリアツカヒウル点ニ於テモ便宜デアルト考ヘラレル。 








コレハ く形名詞法トモ呼ブベキモノデアル。ツマリ用言ニ く ナル語尾ヲツケテ（2-3） 
  １．しが母を取らくを知らに  ２．わが恋ふらくを知る人もなし  ３．よけくもなし  ４．松下氏ノ説 
名詞ノ資格ヲツケタモノデアル。例ヘバ 























  金もなし、暇もなくして旅行が出来ない…（一） 
  風采も立派なり、辯舌もさはやかなり、大分もてた…（二） 
  読んだり、書いたり、大変忙しい…（三） 
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ウナ点カラミテ、大体口語ニ於ケル終止形ハ文語ニ於ケル連体形デアツテ、コレヲ終止形トシ
テトリアツカツテ差支ヘナイノデアル。但シ形容動詞ニ於テ きれいだこと、きれいだもの、
はるかだこと、はるかだもの ナドヲミルト、終止形カラ こと ヤ もの ニツヅクコトガ
アルガシカシ普通ノ場合ニハ きれいな ニツヅクノデアル。ソレカラ から ヤ が ノ如
キ一類ノ助詞（接続助詞）ハ、文語デハ連体形カラツヅクモノデモ、口語デハ終止形カラツヅ
クノダト説明スレバヨイノデアリ、又実際ソノ方ガ吾々ノ感ジニ適合スルト思フ。 








  １．書かう ハ 書こお カ 書こー デナケレバナラナヌ。 
ト云フコトヲモトヽシテヰルノデアルガ、コレマデノ我国ノ文法ハ仮名デカイタモノニヨリ、
シカモソレハ歴史的仮名使ヒニヨツテヰルノデアル。ソレ故 kakō ト発音シナガラ 書かう ト
書クノデアルシ、又 omō ト発音シナガラ おもふ トカイテ は行ノ活用トシテヰルノデアル。




  わ行    わ い う え お 
  だ行    だ じ ず で ど  或ハ ざ行ヲ（ざ ぢ づ ぜ ぞ） 
  は行    わ い う え お 
シカシ 書こう トカイテモ実際ノ発音通リニハナラヌ。１．若シ純粋ノ発音通リニスレバ次ノ
ヤウナトリアツカヒ方ガアル。即チ かこ 等ヲ未来形ノモトトシ、コレニ お モシクハ ー 
ヲ加ヘテ未来形トスルカ、或ハ 書こお、書こー ノ如ク全体ヲ示シテ未来形トスルカデアル。
以上ハ四段活用デアルガ、ソノ他ニ於テモ例ヘバ みよお ト全体ヲトルカ、 
       見＝よお（或ハ よー） 
或ハ     見よ＝お（或ハ ー）トナル。全体ヲ一ツノ活用形ト示スナラ便利デハアルガ
助動詞ノツケ加ツタモノト云フ見地カラハ、不都合トナル。み＝よお（よー）ヲツケタ形は四






尚一ツ口語ノ用言ノ活用形デ問題ニナルノハ助詞ノ て（思つて 行つて 等ノ て）ト続ク
活用形デアル。コレモ口語ノ四段動詞ニ限ラレテヰルノデアルガ、所謂音便ヲスルノデアル。
即チ さ行以外ヲノゾイテハ皆、 







デナク た ニツク場合モ同ジデアル。ソノ点ニ於テ て ヲ除イタノコリノ形ヲ活用形トス
ルノガ一般ノ精神ニ適フト思フ。サウスルト 
   書い  立っ  思っ  飛ん 
トナル。コレハ一見奇妙デアルガ、シカシ 行か ナル活用形モコレヲ（2-8） 
  １．条件形、否定形、未来形、 
単独ニ用ヒラレルワケデハナイノデアルカラ、上ノモノモ活用形トシテモ差支ヘハナイ。ソシ
テコノ活用形ニ た ヤ て ガツク。但シ が行ノモノ、及ビ ん ノ下ハ濁音ニナルト説














イテヨイノデアル。但シ命令形ハ よ ヲツケタ形デアラハサナケレバナラヌ。（2-9） 
  １．口語ニハ なり系ハナイ 
口語ニ於テハ連用、終止、連体、命令ハ単独ニ用ヒラレルガ、将然ト已然ハ単独ニ用ヒラレナ
イカラ、他ノ否定形及ビ条件形ヲ使用シ、将然、已然ニ当ルモノハ否定形及ビ条件形ノ語基ト








なり系ハ のどかなら（う）、のどかだっ（た） のどかだ のどかな 等ノ特殊ノ活用ガアル。
１．故ニ特別ナ活用トシテミナケレバナラヌ。シカラバコレヲドウトリアツカフベキカ。イミカ




  1.  give   gave   2.  amo(I love),  amat(he loves) 独立ナ、主語ヲアラハス語ガ現レヌ。 







二ツニワケテヰル。一ツヲ finite verb（定動詞）、一ツヲ infinite verb（不定動詞）デア
ル。定動詞ト云フノハ主語ノ観念ニ伴ツテヰルモノデアリ、古代ノ語ニ於テハソレガ主語ノチ
ガヒニヨツテ語尾ノ形ガチガフノデアル。２．近代ノコトバデハ語尾ノ形ノチガフモノモアルガ、










  １．Ｍagyar 語、トルコ語 etc.   ２．大きな モ特別ナ形容動詞トスレバヨイ。 
ニ当ルモノデアル。而シテ文章語ニ於ケル連体形ハ participle ニ又 infinitive ニ当ルノデア
ル。カクミルトヤハリ日本語ハウラルアルタイ語族ニ属スルモノ１．ト大体ニ於テ近イノデアル。 
 










いな、大きな、ナドヲモ収メタノデアル。コノ中 きれいな、ノ類ハ きれいだ ノ類ト共ニ
形容動詞ノ中ヘ入レタ方ガヨイ。２．ソシテ（2-12） 
  １．あらゆる、いはゆる ハ形ノ上デ孤立。ある ハ意味ノ上カラ孤立。 
  ２．松下氏ハ普通ノ形容詞ヲ動詞トシタ。 



















  １．副詞、接続詞、感動詞ヲ含ム。   ２．陳述語 
                            情態副詞 
                      属性副詞 
                語の副詞        程度副詞 
          先行副詞        陳述副詞 
      副詞        感応副詞 
       １． 接続副詞 
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                    実質副詞 
            実質修飾副詞 
      副格副詞          形式副詞 
  副詞        叙述用式副詞 
      連体格副詞 





トデアル。即チ全体ヲ一語トスルカ、或ハ に ヤ と ノナイモノヲ一語トスルカノ問題デ
アル。大槻氏ハコレラノツイタモノヲ以テ副詞トシテヰルノデアル。山田氏ハ に ヤ と ノ
ナイモノガ副詞デアルト考ヘテヰルノデアル。ソレハ平安朝ノモノニ 追々寒くなり行けば 
トスルカト思ヘバ 追々にうちのことどもはしけむ トアリ、又大方に云々 トアルカト思フ
ト 大〈「一」を訂正〉方床を云々 トアリ、又 つくづく思ひ居たり トアルカト思ヘバ つ
くづくと云々 トアツテ、と ヤ に ノナイモノモアリ、又一方ニ と ヲツケテ用ヒラレ
テヰル。又 かりそめのかくれが、おほかたの海、うたての仰せ ト の ヲツケタモノモア
ル。故ニ と ヤ に ガナクトモ一ツノ単語デアルトシテヰルノデアル。コノ説ハ道理ノア
ルヤウニ見エル。実際 に ヤ と ガナクテ現レルモノハ、に ヤ と ノナイモノヲ一ツ
ノ単語トミトメ其ノ に ヤ と ハ助詞ノツイタモノトミテヨイノデアル。トコロガ かり
そめに、つひに、まれに ト云フヤウニイツモ に ト云フコトバガ着イテヰテ単独ニ用ヒラ




形容動詞ハ前ニノベタ如ク用言ノ一種トシテ、ソノ と ヤ に デ終ル形ヲソノ一ツノ活用
形（連用形）デアルトスルナラバコノ種類ノ詞ノ大部分ハ副詞デハナクテ（2-16） 
形容動詞デアルト云フコトニナル。モシコレヲ形容動詞トシテトリアツカフナラバ に ヤ 
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ガアルノデアル。即チ形容詞ノ語幹ハ の ニ接シテ用ヒラレル。例ヘバ 面白の春の景色や 








ばしのわかれ ト云フヤウニ用ヒルコトモアル。に デ終ル副詞ハソノ代リニ の ヲツケテ 
遂の云々ノ如ク体言ヲモ修飾スルノデアル。（2-17） 
  １．山田氏モ安田氏モ共ニ三ツニワケテヰル。 













ト考ヘラレル。ソレカラ 但し トカ 尤も トカ（書を読み）又（字を習ふ）（2-18） 














次ニ 此の、その、いはゆる、あらゆる ノ類ノモノハ連体詞トモ云フベキモノデアルガ イ
ツデモ体言ニツイテコレヲ修飾スルト云フ点ニ特徴ヲ有ツテヰルノデアル。尤モ普通ノ副詞デ
モ体言ヲ修飾セヌコトハナイ。やや北 ノ如キデアル。シカシコレハ極メテ少数ノ特別ノ（2-19）







































  （五） 助動詞 




デヤハリ なり、たり ヲ あり ナル動詞ノ一ツノ用ヒ方トミトメ、如し ヲ形容詞デアル
トミトメテヰルノデアル。カヤウナ取扱ヒ方ハ語源的ニハ正シイ。ケレドモ現在ノ文章語ニ於
































  １．命令形ニ な ヲ認メヨウトスル人ガアルガ、な ハ助詞デアル。 ２．岡沢氏ノ如キハコレラヲ助詞トミル。 
シカシ又同ジクナイモノモナイデハナイ。而シテソノ活用形ノ欠ケタモノモ少クナイ。ソレカ
ラ活用形ノ用法モ制限セラレテヰルモノガ随分アル。例ヘバ、使役ノ す、さす 受身ノ る、
らる 完了 つ ノ如キハ下二段ニ同ジク、打消ノ ざり 過去ノ けり 完了ノ たり、り 
ハ ら変ト活用形ガ同ジデアル。シカシ打消ノ助動詞 ず ノ如キハ ず ず ず ぬ ね１．
ト活用シテヰル。過去ノ き ハ き、し、しか ト活用スルト云フガ如キデアル。トコロガ
ココデ注意スベキハ助動詞ニ活用ガアルト云ツテモ活用セヌモノガアル。例ヘバ じ、らし（中
古ニ於テハ）ノ如キデアル。ソコデ何故コレヲ助動詞ニスルカト云フコトガ問題トナル。２．現
代ノ口語ニモ 行かう ノ う、見よう ノ よう、行くまい ノ まい ノ如キモミナ形ガ
変ラナイノデアル。シカシコレラハ成程語形変化ハナイケレドモソノ用法カラミルト他ノ助動
















   子供ガ犬ヲ追フ。 
   犬ガ子供ニ追ハレル 
追フ ハ子供ガナス動作デアル。シカルニ主語ハ犬デアル。 




    アノ角ノ曲ツタ、トコロニ煙草屋ガアル。（完了） 
    書イテヰル、書ケリ、（進行） 
    知ツテヰル  知レリ  書イテアル、 懸ケタリ（存在） 
第四ハ話シ手ノ希望、意志、推量、断定。コレハ西洋語デハ mood（法）ト云フ。 
    行キタイ、 行キ度シ、 行カウ、 行カン、 行クベシ、 行クダラウ 
意味カラ云ヘバ命令モ入ルノデアルガ、日本語デハ、動詞ノ（2-26） 
  １．但シ例外ハアル。  ２．主ナ意味ニヨリ、他ノイミヲモ付加シテ説明スベキデアル。 ３．何活用カニヨル。 
一ツノ活用形デアラハスカ、或ハ禁止ノ助詞（な）ヲ用ヒテアラハス。 
第五ニハ話シ手ノ、聞キ手又ハ第三者ニ対スル態度（待遇法） 
    オ出デニナル、 イカセラル   行キマス  行キヤガル 
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  １．後ヘツヅクカ、キレルカハキマラヌ。  ２．活用連語一覧 
                           相 
                           打消 
                  動詞ニツクモノ  時   接続ノ順序 
  ３．三矢重松氏：高等日本文法           推量  ヲモ顧慮シテ 
                           希望  ヰル 
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ノ順序ヲ考慮ニ入レテ助詞分類ヲ試ミ、スグレタ結果ヲアゲタノデアル。ソレ故コノ点カラ考
ヘテ、助動詞ノ分類ヲ考ヘルコトモ無役デナイト思フ。（2-28） 












Ⅱ る ら 
る 






   
希望 




完了（肯定ノ確定） Ⅴ た 
り∐ 
   
Ⅵ つ       
 
Ⅶ ず ざ 
り∐ 



















     
 
 過去（肯定ノ確定） 











  １．能動、所動   ２．コレハ文法ノ上ニ大切デアル。 
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モノハウケミカウチケシト一致シテヰルノデアル。ソノ他 給ふ、奉る ノ如キハ動詞トシテ
独立シウルモノデアルカラ動詞トシテノ性質ノ有ルモノデアル。カヤウナモノガ着クト順序ヲ










   水を飲む  「水」ガ目的格     水が飲みたし  「水」ガ主格   
ケレドモ使役ニシテモ受身ニシテモ、希望ニシテモ、ツマリコノ助動詞ヲツケルコトニヨツテ
動詞ニカカツテユク体言ノ格ガ（2-30）変化スルト云フ点ニ於テハスベテ同ジデアルトミラレ
ルノデアル。故ニ以上ヲ一括スルコトガ出来ル。ソレカラ Ⅳ Ⅴ Ⅵ ノ三段ハ普通ニ完了
ノ助動詞ト云ハレテヰルモノデアル。故ニコノ三ツヲ一括シテ完了ノ助動詞ト云ヘル。第Ⅶ段
ノ ず、ざり ハミナウチ消ヲアラハスモノデ、ソノ打消モ まじ ノ如ク不確定ナ打消デハ
ナク、確定シタ打消デアル。Ⅷ Ⅸ Ⅹ ノ三段ノ中ニハ、推測又ハ不確定ナモノヲアラハス
モノヲ総テ含ンデヰル。同時ニ き、けり ノヤウナ過去ヲアラハスモノモ含ンデヰル。ソコ
デ以上ヲマトメルト、 
第一 相ノ助動詞       Ⅰ、Ⅱ 
第二 希望ノ助動詞      Ⅲ 
以上ノ二ツハ格ニ変化ヲ及ボスモノトシテ一括スルコトモ出来ル。 
第三 完了ノ助動詞      Ⅳ Ⅴ Ⅵ  コレハ肯定ノ確定デアル。 
第四 打消ノ助動詞      Ⅶ      否定ノ確定デアル。 





  １．意味ノコトハ辞書ノ役目デアル。 









     相 
     希望           完了 
              肯定 
         確定       過去 
     其他       否定 
         不確定 
以上助動詞ヲ連結ノ順序ト意味ニヨル分類トノ間ノ関係ヲミタノデアルガ、シカラバカカル分
類ノ仕方ガモツト他ノ分類ノ仕方ト関係ハナイカ先ヅ第一ニ活用形ニツイテ（2-32） 
考ヘテミルト、Ⅰ、Ⅱ   ハ 将然形ニ       Ⅲハ 連用形ニ 
       Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ ハ 連用形ニ       Ⅶハ 将然形ニ 
       Ⅷ     ハ 終止形ニ       Ⅸハ 連用形ト終止形ニ 












唯ソノ中 けり ハ古クハ けら ナル将然形ガ用ヒラレタシ、めり ニハ、連用形ガアツタ。
（2-33） 
  １．現代ノ口語デモ大体ハコレト同ジデアル。  ２．コレヲ助動詞トミナイ人モアル。 
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   a．動詞ノ資格ヲモツモノ  なり、たり、だ etc. 
   ｂ.形容詞ノ資格ヲモツモノ  如シ、 
乙．用言ノ意味ヲ助ケルモノ。ツマリ動詞ニノミツクモノデアル。 
   a．動詞ノアラハス動作作用ノ主デナイモノヲ主トシテアラハス力ヲ有ツモノ。 
     受身、使役、希望ノ助動詞。（2-34） 
  １．子になかれる。   ２．あの子は水が飲みたい。 
    （イ） 動作、作用ノ主ヲ、主語トシテハアラハサナイモノ。１． 受身、使役 
    （ロ） 動作、作用ノ主ヲ、主語トシテハアラハスモノ。２．   希望 
   ｂ．動詞ノアラハス動作、作用トコレニイミガ続イテユクコトバトノ関係ヲカヘル 
     コトガナイモノ。 
    （イ） 確定      完了 
           肯定      
                過去 
           否定  （打消） 
    （ロ） 不確定    （推量） 
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キハ かな ノ如キヲ感動詞ヘ入レタガ如キデアル。シカシ今ハ大抵ソノ範囲ガ決ツテヰル。 
助詞ヲ分類スルノニソノ意味ニヨルモノモアル。シカシ（2-35） 
  １．明治時代ニハジメテノ意。近世ニハイクラカアツタ。 
















に、を、も  （口語）し、と、けれど、けれども、（2-36） 
  １．用言ノ意義ニ関セル語ニ付属シテ用言ノ意味ヲ化裁スルト説イテヰル。 
  ２．山田氏ハ副助詞ニ入レテヰルガ、コレハ係助詞ニ入レルベキデアル。  ３．音ノ上デデアル。 
  ４．コレラダケガ本当ノ間投助詞ダト思フ。  ―― ∨―― ∨――  
                             ね   ね 
第三 終助詞。コレハ文ノ終リニノミ用ヒラレテ文全体ニ色々ノ趣ヲ加ヘルモノデアル。 が、
か、かな、かし、      （口語）な、とも 
第四 係助詞。コレハ叙述語ニ意味ガカカツテヰテ、叙述力ヲ修飾スルモノデアル。 は、も、


























コレハツマリコトバガ切レテ止マル てにをは デアル。コノ てにをは デ終ル文節ハ ソ
コデ終止シ完結スル。今口語デ まてよ 行くぞ 誰だい さうですとも するな ノ如キデ
アル。コノ中用言バカリニツクモノガアル。さうですぜ さうだぞ さうですとも 行くな 行






  １．だに、さへ、すら ハ山田氏ハ副助詞ニ入レテヰルガコレヲ係助詞ニ入レルベキデアルト思フ。 
切レナイ文節ニモツク。ソシテコノ助詞ノアルナシニ関係シナイ。行って来てね、―；それが
さ、―；近江野や、 
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  夕づく日さすや岡〈川か？〉部、ぬれてを行かむ、 
  知らずとを行かむ、舟わたせを〈と〉呼ぶ、 
第三 格助詞 
イツモ意味ガ次ヘツヅキ、体言又ハコレト同資格ノモノニツク。ソシテ体言ト他ノコトバトノ










ヅキ様ニ或ル制限ヲ加ヘル。  友人にでも頼まう、私も御同様です、 
口語デハ、は、も、こそ、さへ、でも（なりとも ノ意）、しか ノ如キガソレデアル。１． 
第六 副助詞 
コレハ自分デハ切レ続キガ明カデナイモノデアル。（2-39） 
  １．副助詞ハソレニ なり、だ ヲツケラレル。然ルニ係助詞ハソレガ出来ナイ。コレガ両者ノ鑑別法デアル。 





   格、係              副  係 
  私に、は           私 だけ、 は 
     さへ 
     も 
     こそ 
副助詞ハ格助詞ノ上ヘクルコトモ下ヘクルコトモアル。 
  格、係         副  格   
私 に、だけ      私 だけ、に 
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以上ノ六種類ハコレマデアゲラレタモノニ多少ノ修正ヲ加ヘタモノデアルガ、コレデアラユル 
てにをは ヲスベテ分類シツクシタカト云フト必ズシモサウデハナイノデアル。文語デハアマ
リ多クハアラハレテコナイガ口語ナドニ於テハ の ト云フ てにをは ハ例ヘバ 
   行くのが悪い、  言ふのが悪い 
ノ の ノ如キハ上述ノドレニモ入ラナイ。コレハソノツク語ニ体言ノ資格ヲ与ヘル助詞デア
ルガ、シカシ全然ソレヲ体言ニシタノデハナイ。そんなところへ行くのが悪い ノ 行く ハ
（2-40） 
  １．以上ノ如キハ Indo‐German 語族ノ participle ニ当ルノデアル。故ニ分詞助詞ト云ツテモ良カラウト思フ。 
アクマデモ用言ダカラデアル。又口語デ次ノ如キモノモ同ジデアル。 
   何處ぞへ行つた   十粁からの距離がある   向ふへ着いてからが心配だ 
ソレカラ又 













  １．アノ人バカリヲタヨル。 アノ人一人ヲタヨル。 ２．共ニ用言ヲ修飾スル 



















   第五章 品詞ノ転化 
 








  １、動詞カラ    かすみ、きり、かんがへ、みえ（連用）、いま
 汝
し 











            思はく、１．曰く、２．（ク形名詞法） 
  ２、形容詞カラ   白、黒、赤、 酢
ス（シ）
（語幹） 







            遠く３．、近く４．、多く（連用形） 




  １、名詞から    名詞語尾ガ動詞語尾ニナツタモノ 
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  １、数詞カラ    ひとり、一番 
  ２、動詞カラ    益々、みるみる、わくわく（動詞ノ終止形ヲ二ツ重ネタモノ） 
接続詞ニナツタモノ（コレハ大抵ノ他ノ品詞カラノ転化デアル） 
  １、動詞カラ    及び５．  ２、副詞カラ    且、（2-44） 
  １．行った。が、居なかった。で、帰った。  又   は 
 
  ３、助詞カラ   が、で〈１．〉 
感動詞ニナツタモノ  １、連語カラ   いか
オ イ
に   南無三宝   すは
ソ レ ハ
    くは
コ レ ハ
 
助動詞ニナツタモノ  １、動詞カラ   ぬ
去ヌ
 










先ヅ同ジ単語ヲ二ツ重ネタモノガアル。例ヘバ  山々、人々、谷々 


















屋  たかむら  たか箒  船
ナ
唄 








    まぶた  船路  （2-46） 
  １．コノ例ハ少イ 
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   かな物、 うはば、 うは着、                           e―a 
      白刃、  白帆                                 o―a１． 
   木蔭、  木の葉、  木立、  火影、  ほのほ         i―o 
      星づく夜、 神
カム
風                     i―u 
第四、上ノコトバノ終リ又ハ下ノコトバノハジメノ母音ガ省カレテ、二ツノ音節ガ一ツノ音節
ニツヅマルモノ。 
   鰹   kata-uwo  →  katuwo      尾の上 wo-no-ufe  →  wonofe 




   ニナル。ソノ際ニ下ノ語ノハジメガ は行音ナラ ぱ行音ニナル。 
   ひき張る → ひっぱる   ひきさげる → ひっさげる 
   石 橋
セキキヤウ
 → セッキャウ    いくか → いっか 
   がくかう → がっこう    そくか（足下） → そっか 
   北方 → ほっぽう     打ち手 → 打っ手 





 ヲ リッ、セッ ト単語ノ場合ニヨムノハアヤマリデアル 
  ２．昔ハ「本を」マデ「本ンノ」トヨンダ 
   とりつき → とっつき   とりて → とって   甲冑
カフチウ
 → かっちう 
   納所
ナフシヨ
 → なっしょ   十方
ジフパウ
 → じっぽう１． 
コレラハ外来語カ然ラズンバ後ニナツテ出来タコトバデアル。 






















、 元和  




ニツイテハ例ヘバ 国々 ノ如キ、人々 ノ如キモノガアル。動詞ノ終止形ノ重ネタモノ、例
ヘバ、行く行く、泣くなく ノ如キハ副詞的ナモノトナル。但シ口語デハ連用形ニ用ヒル 考
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ヘ考ヘ、思ひ思ひ ノ如キデアル。 
以上ノ如キ複合語ハ二ツ又ハソレ以上ノ部分カラ出来、（2-48） 
  １．prefix      ２．suffix   コノ他ニ infix ガアル 
ソノ各々ノ部分ハモト独立シタ単語カラ出来テヰルノデアルガ次ニコレト異リ、ソノ一ツノ部
分ハ独立シウル単語デハアルガ他ノ部分ハ単語デモナクテ独立シエナイモノカラ出来テヰルモ









ト考ヘラレルモノガアル。例ヘバ つなぐ ノ如キモ つな ナル名詞ニ ぐ ナル接尾辞ガ
ツイタモノト考ヘラレルシ、たばぬ ノ如キモ たば ト ぬ トワケラレル。ソノ他 







   しづむ、 しづまる、 しづかに、 しづけし 
コレヲ互ヒニ比ベテミルトソノ言葉ノ形カラミルトミナ しづ ガ中心ニナリ、ソレニ む、




   ひらに、  まつぴら、  たひらに、  たひらかに  
ナドノ ひら モ しづ ト同ジクコレニ接尾辞ヤ接頭辞ナドガツイテ始メテ一ツノ独立シタ
単語ガ出来ルノデアル。而シテ ひら ハ或ル意味ヲアラハスガ独立シテハ用ヒラレナイ。コ
レラノ しづ ヤ ひら ハ結局上ノ色々ナコトバノモツテヰル意味ノ中心ニナル部分ヲアラ
ハスモノデ、ツマリコレラノ色々ノコトバガ互ヒニ意味ノ方カラミテ類似シテヰルデアル。ソ











     ひらに  まっぴら  たひ（い）ら 
ノ如クデアル。日本語デハ母音ガ変化スル場合ガアル。例ヘバ    しむ   そむ 
ノ如クデアル。日本ノ数詞ニ於テ倍数ヲアラハスモノハ同ジ語根カラワカレテ出タラシイ。例
ヘバ次ノ如クデアル。 
    ひと fito   み  mi    よ  yo 















    たそかれ（彼は誰ぞ ノ意）    筍（竹の子） 
ノ如キデアル。コレラハ単語トシテ扱ツテヨイモノト思ハレルノデアル。 




  １．所謂語幹デアル。 







        （ロ） 代名詞 
畳語ニ於テ複数ヲアラハスノガアル（吾々） 
接尾辞ヲツケタモノガアル。（私共、そなた、あちら） 
        （ハ） 数詞 
接尾辞ヲツケル。（ひとり、一羽、一里、一合、一号、一番） 
接頭辞ヲツケル。（第一） 








形容詞ノ語幹ニ みす ヲツケタモノガアル。（よみす → 軽んず、重んず） 
形容詞ノ語幹ニ動詞ノ合シタモノガアル。（うすがすむ、 遠ざく、 ながびく） 




  春めく、 ほのめく、 今めく    ときめかす、 上手めかす 
  うれしがる、 塞がる、 あはれがる 
  悧巧ぶる、 勿体ぶる、 大人ぶ、 田舎ぶ、 古
フル
ぶ    気色ばむ、 気ばむ 
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  音なふ、 伴ふ、 うべなふ、 誘ふ    花やぐ、 若やぐ 
  神さぶ、 乙女さぶ、 秋さぶ、（上二段）    幸ふ、 味ふ、 賑ふ、（四段） 
  はらむ、 つぼむ、 つかむ、 しらむ、 すごむ、 たはむ、 はげむ、 やすむ、 
  かなしむ、（四段）    つぼむ、 
  とぐ、 なぐ、 みつぐ    たばぬ、 つかぬ（2-54） 
  １．助動詞トアヤマリ易イ  ２．とよむ → とよま
ママ
す  ３．付く＋ふ ＝ 仕ふ 
  ４．独立シタ動詞ニ接尾辞ガツクノデハナイ。  ５．名詞トモ云ヘヌ。  ６．方言 
  くもる、 やどる、 くびる、 かげる、 弥次る、 
  すごす１．おろす  おとす  ほす  わかす  もやす  とよもす２． およば
ママ
す 
  見す、 着す、 似す   わかる、 ふさがる、 かかる、 たすかる、 すたる 
  みゆ、 きこゆ、 おもほゆ    住まふ     捕ふ、 仕ふ３． 
 かへる４． 残る    渡る  あらはる   くづる   倒る   乗る 
 かへす    残す    渡す  あらはす   くづす   倒す   乗す 
        （ホ） 形容詞 
形容詞ハ色々ナモノニ語尾ガツイテ出来ルモノガアル。 
語幹（所謂）ニハ色々アル。例ヘバ名詞ヤ漢語５．ニ語尾ノツイタモノガアル。 
  大人しい  童
ワラベ
しい６．  執念し  黄色い  四角い  鬱陶しい 
副詞ガ語幹ニナルモノモアル。   甚しい 
動詞ガ語幹ニナルモノモアル。 
  たのもしい   なやましい   さわがしい   なつかしい   やましい 
  おもほし    このもしい 
形容詞ノ語幹、名詞ヲ重ネテ語幹ニシタモノ 
  おもおもし   にがにがし   騒騒し   馴々し   事々しい（2-55） 
  １．助詞ト考ヘルコトモ出来ルシ、又全体ヲ形容詞トミルコトモ出来ル 
形容詞ノ上ニ色々ナモノガツイテ複合語ニナツタモノ 
  心よし   おもはゆし   むなぐるし   名高し   縁遠し  青白し     
  細長し   薄暗し   いちはやし（いと
副 詞
はやし）   待遠し 
形容詞ノ接尾辞ニハ色々アル。 













なし、なし ハ 甚し ノ意デアラウ） 
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        （ヘ） 副詞  
語根ガ重複シテ出来タモノ 
  うすうす   やうやう   やや   うつらうつら   夫々   常々 
  なかなか   かねがね （一ツ一ツハ独立シウルモノ 畳語ト云ヒウル） 
副詞ノ接尾辞トモミラレル に、と１．ヲ除イタ語幹ヲ分解デキルノモアル。     
        か   （ほのか   のどか ）    やか  （のどやか  はなやか） 
    らか  （きよらか      ）    ら   （さかしら  きよら ） 
    げ   （うれしげ      ） 
        （ト） 接続詞 
コレハ大抵他ノコトバカラ転ジタモノデアル。ソシテ接続詞ニナルタメノ特別ナ接尾辞ハナイ。
（ならびに） 
        （チ） 感動詞 
分解出来ルモノモアルガ、特別ナ接尾辞ハナイ。 
  すは （2-56） 
  １．友之兄   逢 于 友       
  ２．フィンランド、ハンガリー、シベリヤ、蒙古、満洲    朝鮮語？  日本語？      
  ３．トルコ語   ev （家）  ― ev-ler（家ノ複数） 
         agha（役人） ― agh-lar（役人ノ複数） 


















  １．膠着語デハ単語ニツク   ２．foot ―feet ;  write ―wrote;  he ―his― him 
  ３．ni-naka-ka     私、肉、ト単独ニ云フトキニハ newatl、nakatl ト云フ。食フト云フノハナイ。 
























   花で ない   ない ― 存在シナイ（元来ノ意味） 
   花に あらず  あらず― 存在シナイ（  〃  ） 
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   着てゐる    ゐる ― 存在スル （  〃  ） 







  １．花でも決してない ト云フヤウナコトサヘアル。 









第一ハ 助動詞ダケガツイタモノ  
一ツ  
二ツ以上










  １．〈本文中に注番号１なし〉なり ハ 純粋ノ助動詞デハナイ。補助動詞デアル。 
  ２．〈本文中に注番号２重複〉彼は死んだ さうだ。  彼は死んだ やうだ。 
  ３．行くべかりき。 逃げたかりけり。 食ふまじかりき。 美しかるべかりき。  ４．死なざりけり。 




なり ノ如クデアル。洋々たり 明かなり ノ












し、たし、まじ ノ如キ助動詞ガ動詞、形容詞ニツイタ場合ニハ べかり、たかり、まじかり 
ノ如キ かり ノ形トナツテ他ノ助動詞ガコレニツクノデアル。３．  打消デハ ざり ノ形ニ
他ノ助動詞ガツクノデアル。４． 
口語デハ打消ノ場合ニハ、上ノヤウナ形容詞的ナ助動詞ノ打消ヲアラハス場合ニハ らしくな
い ノ如ク連用形ニ ない ヲツケル。（2-61） 
  １．我を な 恋ひそ ヲ 下ノヤウニ文節ヲ切ルノハアヤマリデアル。ハジメニ「な恋ひそ」ト出ルコト  





アル。例ヘバ   子供に やる、   子供にも やる  
コノ助詞ハ大抵ノ場合詞ノ下ヘツク。シカシ複合文節（補助動詞ノアル文節）ニ於テハ節ノ中
間ニツク場合ガアル。    めでたくも なし 




   だんだん と２． むつかしくなる 
副助詞、係助詞、間投助詞モツク。  私でさへも 云へない   さうばかりも云へぬ 
用言ニツク場合ニハ前ニツクモノ、ウシロヘツクモノ、中ヘツクモノ（複合文節ノ場合）ガア
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ル。下ヘツク場合ニハ勿論用言ノ一定ノ活用形ニツクノデアルガコレニハ二種類アル。一ツハ
ソノ活用形ガアル一定ノ（2-62） 
  １．行きなむ ナラ助動詞   ２．コノ場合ニ最モ多クツク。 
意味ヲアラハシ、更ニ助詞ガツイテ色々ノイミヲアラハス。 
   鳥の 飛ぶ を 見る    鳥の 飛ぶ に 似たり 
一ツノ活用形自身ニ完ツタイミガアルノデハナク、習慣的ニアル一定ノ助詞ガツイテハジメテ
意味ヲナス。   飛べば   行かば 
コレニハ接続助詞ノツイタモノガアル。   行くとも 
分詞助詞ノツイタモノガアル。   飛 ぶ の（は） 
カク連体形ニツクト名詞的ナモノトナル。 
連用形ノ下ニ に ヲツケルト動作ノ目的ヲサス。   習ひに 来る （格助詞） 
用言ニ終助詞ガツク場合ガアル。一定ノ活用形ニツク。 
    行くな   君知るや   行かな   行かなむ１． 
間投助詞ヲツケル場合モアル。    時しもあれや 




    ｜分詞｜副  ｜格 ｜副 ｜係｜間｜   （体言ニツク場合）２． 
        ばかり と     ぞ 
            に  など 
            より    だに   （2-63） 
  １．補助動詞 
用言ニツク場合ニハ上ニツク助詞ハ他ノ助詞ヲ重ネナイノガ原則デアル。 
口語デハ分詞助詞ガ下ヘツク。例ヘバ   考へる の（は よくない） 
コレハ体言ト同ジク、コレノツイタモノハ体言ト同ジヤウニナツテソノ下ヘ助詞ガツク。 
例ヘバ 
   考へるのも  考へるのばかりが 
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ツタモノモナイデハナイ。例ヘバ    責めらるゝに非１．ず   （2-64） 
 
   第八章 文節相互ノ連結 
 






    犬が   しきりに   吠えてゐる。 
ニ於テ 犬が ハ 吠えてゐる ト直接ニ関係ガアリ、又 しきりに ト 吠えてゐる トノ
間モサウデアルガ、シカシ 犬が ト しきりに トノ間ニハ直接ノ関係ガナイ。今問題ニス
ルノハ直接ニ関係ノアルモノノ続キ具合デアル。ソノ直接ノ関係ヲ考ヘテミルト先ヅ意味ノ方
カラ云ツテ 
  対等ノ関係ノモノ   従属ノ関係ノモノ 
トノ二種ガアルト思フ。例ヘバ 
   天、地、人、之を才といふ（天、地、人 ハ対等） 
   犬と 猿とが 争ふ（犬、猿 ノ続キ方ハ対等） 
ノ如キハ対等デアル。シカシ意味ノ上カラ一ツノ文節ガ他ノ文節ニ従属シテ、二ツガ合体シテ
全キ意味ヲアラハス場合ガ多イ。 
   学校へ 行く（行く ガ主、学校ヘ ハ従） 
   犬が 吠える（吠える ガ主、犬 ガ従）１．  （2-65） 
  １．感動詞中心ノモノハ要ガナイ。他ノ文節ト直接ニ連結シナイカラデアル。 





  体言ヲ中心トシタ文節  用言ヲ中心トシタ文節  副用言ヲ中心トシタ文節１． 
体言中心ノモノハ、元来体言ガ切レツヅキガハツキリセヌガ文節トナルト、大抵辞ガツイテソ























ソレヲ示ス。     筆と墨 
従属関係ノモノハ、一ツハ格助詞ノ中ノ或ルモノ（これの色 ノ の ノ如キモノ）ニヨツテ
示ス。活用ノアルモノハ連体形ニヨル。副詞ノ やや ノ如キモノノ如クナニモナクテツヅク。 
連用的接続（副詞ガ副詞ヲ修飾スルモノモコレヲ含ム）デハ、先ヅ対等関係デハ活用スルモノ
ハ連用形ニヨツテ示サレル。接続助詞ノ中ノアルモノ（雨も降るし風も吹く ノ し ノ如キ
モノ）（2-67） 
  １．雨が降る と いふ ノ と。（接続助詞）  ２．            
 ツヅケル ウケル 
 連続 承接 
  ３．連用的文節、  やや → しばらく 話した。 
ニヨツテ示サレル。 
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従属属関係ノモノハ格助詞ノ大部分（が、に、へ）、と１．ニヨツテ示サレル。 
係助詞ニヨツテ示サレル。（こそ ナド） 
連用形ニヨツテ示サレル。     高く飛ぶ。 




















  きれいな → 花だ       用言ノ資格ヲモツ 
  これは きつと → 花だ   用言ノ資格ヲモツ 
体言ニ或ル終助詞ガツイタトキモ用言ニ準ズルコトガアル。 
  やつぱり 武士か       用言ニ準ズル  （2-69） 
 
   第九章 文ノ構成 
 
  １．いいわ。行くぞ。な行きそ。ゆかばや。  ２．どこへ？  ３．省略セラレタノデハナイ。 
文ハスベテ文節カラ出来上ガツテヰル。ソシテソレニハ唯一ツノ文節カラ成ルモノト多クノ文












 多分  雨が   降るだらう。 
 
コノ場合モ一ツノ文節ニ関係スル場合ト形ガ変ラヌノデアル。（2-70） 
  １．昨日行つた。ト 昨日行つたか？ トニ相違ガアル。 
   雨具はお手に ト 雨具はお手にお持ちください トニ於ケル お手に ノ調子ハチガフ。 
  ２．主語、述語ト云フヤウナモノハ、論理上ノコトデアツテ、日本語デハソレガ必ズ具ツテイナケレバ文デナ    















































 鈴木重幸 1978 は、撥音Ｎが環境によって ŋｎｍのいずれかの実現形態をとるという事実を



































































































































きないのである。この点については、すでに鈴木泰 2007 にものべた。 
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【筆記(1)正誤表】 
 誤 正 誤 正 
6 頁 24 行 音節ガ ⇒ 音節カラ 7 頁 18 行 言ワヌ ⇒ 言ハヌ 
11 頁 10 行 部分 ⇒ 成分 11 頁 17 行 関シテ ⇒ 関シテハ 
12 頁 5 行 直接ノ ⇒ 直接ニ 12 頁 11 行 ミルト ⇒ ミルニ 
12 頁 17 行 カヘラレヌ、 ⇒ カヘラレヌ。 12 頁 20 行 satz ⇒ Satz 
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14 頁 25 行 １．筆記ニ注番号ナシ 14 頁 30 行 来ル音。 ⇒ 来ル音、 
16 頁 13 行 独立セヨ ⇒ 独立セヌ 16 頁 31 行 ウルモノ。 ⇒ ウルモノ、 
17 頁 9 行 ニツイテ ⇒ ニツレテ 17 頁 13 行 カクシテ ⇒ カクテ 
17 頁 15 行 感ゼラレルル ⇒ 感ゼラレル 17 頁 32 行 有ツテ ⇒ 持ツテ 
18 頁 12 行 考エ方 ⇒ 考ヘ方 18 頁 20 行 日本文典 ⇒ 日本文典
ママ
 
18 頁 23 行 純粋 ⇒ 純粋ニ 18 頁 24 行 示ス ⇒ 示シ 
18 頁 32 行 アツテ ⇒ アツテ、 19 頁 3 行 取扱方ガ ⇒ 取扱方ハ 
20 頁 9 行 文節 ⇒ 分節 21 頁 12 行 各々 ⇒ 多ク 
22 頁 6 行 文定義 ⇒ 文ノ定義 22 頁 30 行 何所 ⇒ 何処 
23 頁 1 行 直接ニ ⇒ 直接ニハ 24 頁 12 行 ノデアル。 ⇒ ノデアリ、 
24 頁 18 行 用ヒラレル ⇒ 用ヒラレタ 24 頁 23 行 ヲギナフ ⇒ オギナフ 
24 頁 23 行 部分 ⇒ 場合 25 頁 12 行 マタ ⇒ ソノ中 
25 頁 14 行 カクアル ⇒ カクミル 25 頁 20 行 論） ⇒ 論）。 
25 頁 24 行 ホカ ⇒ 他 25 頁 32 行 無形 ⇒ 無形、 
26 頁 13 行 シ ナル ⇒ し ナル 26 頁 29 行 短小、 ⇒ 短小 
27 頁 5 行 静辞ト ⇒ 静辞ト、 27 頁 8 行 ナシテ ⇒ 以テ 
28 頁 1 行 安定 ⇒ 妥当 28 頁 9 行 自ラ ⇒ 自ラデ 
28 頁 11 行 ヨウニ ⇒ ヤウニ 28 頁 18 行 一語 ⇒ 一致 
28 頁 32 行 品詞的 ⇒ 品詞ノ 29 頁 16 行 副用言 ⇒ 副用語
ママ
 
30 頁 6 行 動詞。 ⇒ 動詞、 30 頁 20 行 イカン ⇒ ヰカン 
31 頁 9 行 モノ、 ⇒ モノ。 31 頁 18 行 アツテ ⇒ アツテ、 
32 頁 13 行 判断スル ⇒ 他ヲ判断スル 34 頁 2 行 決ツタ ⇒ 極ツタ 
34 頁 24 行 tung  kung  chung  ⇒ tung  kung  chung    time ⇒ time 
35 頁 21 行 デアル  ⇒ デアル。 36 頁 12 行 場合ニ、 ⇒ 場合ニハ 
37 頁 13 行 コトバ、 ⇒ コトバノ 40 頁 16 行 モツト ⇒ キソト 
40 頁 21 行 試シ ⇒ 試ミ 45 頁 1 行 結合かたさ ⇒ 結合のかたさ 
